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やま まさ と

氏名・(本籍) 山 崎 正 人

学位の種類 医 戸寸三二ι 博 士

学位記番号 tヰ3 658 6 τ仁ゴ1 

学位授与の日付 昭和 59 年 8 月 6 日

学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当

学位論文題目 子宮頚癌の免疫組織学的研究

論文審査委員 教(主査授) 川島 康生
教(副査授〉 森

武貞 教授北村 日

論文内容の要旨

(目的)

子宮頚癌に於ける，種々抗原 CIsoantigen ， carcinoembryonic antigen , human chorionic gonado-

tropin，基底膜抗原)の消失・発現. argyrophil cell を有する頚癌に於ける種々のペプタイドホルモン

の局在を免疫組織学的に検討した。更に， argyrophil cell を有する頚癌の臨床・病理学的検討も加えた。

(方法および成績)

子宮頚癌の術後標本を10~づホルマリン固定し， 5 切片を作成し， isoantigen , CEA , hCG及びペプタ

イドホルモンの検出には， Mason ら或いはSternberger らの酵素抗体法により染色を行なった。基底膜抗

原については凍結切片を作製し，蛍光抗体法を用いた。

抗体

抗 Aは家兎，抗 -B は山羊にて作製された抗体を東京標準血清より，抗 -CEA抗体は森武貞教授，

抗 hCG抗体は谷沢修助教授より，それぞれ，提供を受けた口抗基底膜抗体は， bullous pemphigioid 

患者血清を用いた。抗- gastrin，抗 calcitonin，抗 adrenocorticotropic hormone(ACTH) はDaco

社 (USA) 。抗 somatostatin，抗- glucagonは Milab社 (Sweden) 。抗 vasoactive in testinal polｭ

ypeptide (VIP) ，抗 Met-enkephalinはUCB社 (Belgium) よりそれぞれ求めた。 Rabbit anti-perｭ

oxidaseはCappel社， peroxidase type 11 はSigma社，家兎PAP試薬はMiles-Yeda社， ÜJ羊PAP試薬は

Cappel杜よりそれぞれ求めた。

1. Isoantigen の検討では扇平上皮癌35例(上皮内癌1 1，微小浸潤癌1 1，浸潤癌13) ，腺癌24例(上皮

内癌 4 ，浸潤癌20) について行ない， isoantigen の消失は浸潤性格とともに著明となる。微小浸潤癌
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では非浸潤部は上皮内癌と，浸潤部は浸潤癌と類似の傾向を示した。腺癌では上皮内癌 4 例全て，浸

潤癌26例中 8 例が陰性であった。

2. CEAの検討では，扇平上皮癌68例(上皮内癌27，微小浸潤癌21，浸潤癌20) ，腺癌16例，リンパ節

転移巣 4 例(扇平上皮癌 3 ，腺癌 1 )について検討を行ない，上皮肉癌27例中11例，微小浸潤癌2]例

中 16例，浸潤癌20例中17例に陽性であり，転移リンパ節については，腺癌 1 例及び扇平上皮癌 3 例の

内 2 例は原発巣と転移巣共に陽性であった。腺癌では27例中23例に陽性所見が認められた口上皮内腺

癌は 4 例中 1 ølJのみ陽性であった。

3. hCGでは，肩平上皮癌52例(上皮内癌19，微小浸潤癌 5 ，浸潤癌28) 腺癌は27例(上皮内癌 4 ，浸

潤癌23) について検討を行ない，扇平上皮性のものは，上皮内癌19例中 0 ，微小浸潤癌 5 例中 l 例，

浸潤癌28例中 6 例に陽性所見が認められた。分化度別にみると，高度分化型 4 例中 3 例，中等度分化

型13例中 3 例，に陽性で，未分化型11例は全て陰性であった。腺癌では上皮内癌は全て，浸潤癌23例

中2]例が陰性であった。

4. 基底膜抗原については，扇平上皮癌による基底膜の破壊の有無を31例の扇平上皮癌(上皮内癌 3 ，

微小浸潤癌 1 ，浸潤癌27) で検討した。基底膜は正常扇平上皮では全てに，上皮内癌 3 例中 3 例，浸

潤癌27例中 7 例に陽性所見がみられた口しかし，微小浸潤癌で分化像を示す部分に基底膜は認められ

なかった。

5. Argyrophil small cell carcinomaについては大阪府立成人病センターでの 153 例の扇平上皮癌に

ついて，組織学的特徴により， 15例を選び， Grimelius染色を施行した。 8 例が陽性であった。 以前

に発表された 5 例を含めて， 13例の臨床経過を検討した。更に，乙れら腫蕩のうち切片の得られる 5

例についてはペプタイドホノレモンの局在をみた。 5 年以上経過観察出来た 9 例中 7 例は死亡した。ペ

プタイドホルモンの免疫組織学的検討で、はgastrinのみが 5 例中 2 例に認められた。腺癌については，

当産婦人科に於ける 30例について同様の検討を加えた。 Argyrophil cellを有する腺癌では， 4 例中 3

例は 5 年以上，残り l 例は 3 年生存している。ペプタイドホルモンの免疫組織学的検討では， somaｭ

tostatin と gastrin ， gastrinのみ. ACTHのみが，それぞれ 1 例ず、つに認められた。

(総括)

1. 子宮頚癌に於ける isoantigen の消失を免疫組織学的に示し，特に，微小浸潤癌で、は浸潤部位と非浸

潤部位がそれぞれ浸潤癌と上皮内癌に類似する乙とを明らかにした。

2. CEAの陽性率は浸潤性格とともに高くなり，分化した癌細胞に陽性所見が強い。腺癌では高率に陽

性所見が認められ，陰性率の低い体部腺癌との鑑別に有効と考えられた。

3. hCGは未分化癌では陰性，中等度及び高度分化癌に陽性所見が認められた。腺癌では殆んどの症例

が陰性であった。

4. 子宮頚部肩平上皮癌での基底膜は上皮肉癌の全てと浸潤癌の一部で保たれていた。微小浸潤癌で、は

分化像を示す部分に基底膜は認められなかった。初期浸潤の際に基底膜は破壊され，後 l乙間質の中で基

底膜が再構成される可能性を示した。

5. Argyrophil small cell carcinomaは予後が極めて悪いが， argyrophil cellを有する腺癌では通常の
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腺癌と予後に於いて差が認められなかった。免疫組織学的に少数のペプタイドホルモンを示した。

論文の審査結果の要旨

子宮頚癌における種々抗原(同種抗原，癌胎児抗原， ヒ卜胎盤性ゴナド卜ロビン，基底膜)の消失・

発現，好銀細胞を有する頚癌における種々のペプタイドホノレモンの局在を免疫組織学的に検討した。同

種抗原及び基底膜抗原は浸潤とともに消失する傾向を示し，癌胎児抗原， ヒト胎盤性ゴナドトロビンは

浸潤とともに出現する傾向を示したことは腫蕩の性格診断に意義がある口好銀性小細胞癌は極めて予後

が悪いが，好銀細胞を有する腺癌の予後は通常の腺癌と差なし D

免疫組織学的にガストリン， ACTH，ソマトスタチンを示した乙とは他に報告がなく，学位論文に値

すると審査された。
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